
■土地問題の「無から有」■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 127 号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：土地問題の「無から有」 

 

先日、兵庫県 H 市にある「どうしようもない土地」の相談を受けた。約 6,000 ㎡の休耕田の一角に築 100 年を

超える古民家が建っているのだが、リフォームはもちろんのことシロアリの駆除費用も捻出できないため、この

ままだと朽ち果ててしまうという。それを承知で、助けていただけないだろうかというメールに、僕は二つ返事

で快諾した。所有者の「お金が無い、為すすべがない」に加え、僕だって「有ったことも無い人」から「行った

ことも無い」場所を相談され、「行ってみる時間も無い」と無い々づくしだ。だが、まさにそれが僕にとってはと

ても魅力的に見えた。 

  

僕は「どうしようもない」が大好きだ。「一見どうしようもないこと」を何とかするのもいいが、「本当にどうし

ようもないこと」を何とかするのが面白い。それはどこかで、価値観や世界観を変えること、つまり「どうしよ

うもない」と考えている自分自身を変える必要があるからだ。実は、相談者には希望があり、それはこの古民家

や休耕田が観光や交流施設として活用されること。そのためには施設をきれいに整備し、人々が利用したくなる

ようにしなければならないが、自分にはその資金が無い。所有者の願いに賛同する人はいなくはないが、自分で

資金を投じてまで協力するとは思えない。藁をもすがる思いで助っ人探しをするうちに、内閣府のホームページ

で僕を見つけたそうだ。「ご活動のおり、何かのお役に立てていただけそうであれば、ひと言、お声をおかけくだ

さい。」との申し出は、僕にとってはストライクだ。僕は依頼者の願いを叶えるのでなく、僕自身の活動に役立て

ることで答えればいい。 



  

お金さえあれば、何でも作れる。斬新な設計をし、立派な施設を建設すれば、魅力的な施設ができるだろう。そ

してはじめのうちは、人々が訪れ、繁盛するかもしれない。だがそれはいつまで続くのだろうか･･･と僕は考え

てしまう。「そんなこと言ってたら、何もできないじゃないか」と言われるかもしれないが、僕は現状を見てそう

言わざるを得ない。つまり、そもそも古民家と田畑は、なぜ捨てられてしまったのかということを。ここで求め

られていることは、「施設が活気づいて成功すること」でなく、「捨てられずに持続すること」ではないだろうか。

「他のモノ」なら、必要に応じて作ったはずがいつしか使われなくなり、捨てられていくのは仕方のないことだ

が、「他ならぬ土地」もそれでいいのか。いつまでも無くならずに使い続けることができる「土地＝空間」がいら

なくなるなんて、それ自体が間違っているのではないだろうか。 

  

チョット脱線するが、「何もない」ということを説明するのは案外難しく、むしろ「何かある」と考える方が合理

的だということは、科学の歴史が教えてくれる。まだ昔地球が平らだと考えられていたころ、海の端は滝になっ

ていて、世界は 4 匹の像が支えていた。だがその向こうは何なのか、像は何に乗っているのか･･･と考えるとさ

らに謎は深まるばかり。「何もない」とは、「考えても無駄」を意味していた。だが現代では、元素や素粒子の間・

真空と呼ばれる部分は「何もない」のでなく「何かで満たされている」と考えられている。科学者はそれを「ダ

ークマター(暗黒物質)」や「ダークエネルギー」と呼び、2013 年 3 月、欧州宇宙機関はプランクの観測結果に基

づいて、ダークマターは 26.8%、ダークエネルギーは 68.3%、原子は 4.9%と発表した。僕たちが判っているの

は「4.9％」、これが宇宙科学の現状だ。 

  

話を「宇宙」にまで広げなくても、「世界」を見れば十分だ。日本の空き地は、これから世界中から狙われるよう

になる。僕たち日本人が、こんなに安全で豊かな土壌を持つ国土を「要らない」というのなら、欲しがる外国人

はいくらでもいるだろう。きっと彼らなら、もっとどん欲に土地を使って生きるだろう。だが、僕たちは外国人

に国土を明け渡す気など毛頭ない。だがこのままでいくと国土の荒廃は止まらない。それは、国土全体を保全す

るよりも、そこから目先の利益を得ることが優先しているからだ。施設でも地域でも国全体でも、「活性化すれば

なんとかなる」という発想が蔓延しているように僕は思う。気が付けば、誰一人として「滅びないための対処」

をしていないのではないだろうか。都合の良いことだけで世界を組み立てていて、本当に良いのだろうか。 

  

「無から有」とは、帽子からウサギを出す手品のことではない。何かがあるとき、その周りには「何もない」の

でなく、「何か以外の未知の何か」があると考えることだと僕は思う。「使い道がない」という理由で放置される

なら、「使わない土地建物をどうするのか」という次の議論に進むべきだ。新たな使い道を考えるのは、その議論

のほんの一部に過ぎない。僕の主張は、「使えない人に所有させていていいのか？」であり、「買い手がいないな

ら、もらい手を探すべき」という問題提起だ。だから今回の案件も、早速出会った協力者には、くれぐれも「使

い方」を考える以前に、「この土地に興味があり、もらえるなら所有しても良いと思う人」をイメージし、誘って

欲しいと依頼した。 

  

多くの人にとって「土地の価値」は、そこがお金を生んだり、換金できることかも知れない。だが、「土地所有の

価値」は、そこで暮らし、働き、何かを生み出すことのできる人生の価値だ。僕がこだわるのは「土地の放置」

ではなく「土地所有の放置」に他ならない。「必要としない人」から「必要とする人」に引き継ぐことこそが、土

地問題の「無から有」ではないだろうか。 

 

http://nanoni.co.jp/20171001-3/ 

 



・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のお知らせ：居場所スケジュールの変更  

 

10 月から、活動拠点の笑恵館にいる曜日を下記の通り変更します。 

これまで 毎週 火曜午後、木曜終日、金曜午後 

これから 毎週 木曜終日、金曜午後、土曜午後 

 

今から 5 年前、笑恵館の活動日を火曜日に定めたことから、ずっと火曜日を外せませんでしたが、今回思い切っ

て活動日を木曜に変更し、週の前半をまとめて空けることにしました。 

その目的は、他の拠点での活動を増やすこと。 

当面は御宿のプロジェクトに対応したいと思います。 

その他、出張まつむら塾など、月・火・水でご相談いただければ、どこへでもスーパーカブで駆け付けます。 

皆さんからのご相談やお誘いをお待ちしています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. まつむら塾 

 

■開催予定 講義＋演習 

・日程 10/12,26（第 2,4 木曜日）19-21 時 笑恵館 

・その他会場募集 

まつむら塾を開催させてくださる会場を募集しています。会場提供者は、受講料免除といたします。 

 

■自習室 http://nanoni.co.jp/juku/ 

まつむら塾の講義内容を、自由に閲覧できるサイトです。 

 

■個別メール・まつむら塾 

 まつむら塾の講義内容について、気軽に質疑を受け付けます。 

 初回無料、月額 3,000 円～承ります。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/02 ○なのに作業日 青葉台で面談可 

（火）10/03 ○作業日 午後から笑恵館で面談可 

（水）10/04 ○なのに作業日 青葉台で面談可 

（木）10/05 ○作業日 終日、笑恵館で面談可 



（金）10/06 ○作業日 午後から笑恵館で面談可 

 19-21 時 ★第 23 回 解決しゃべり会 

https://www.facebook.com/events/117118382308094/ 

（土）10/07 ○作業日 午後から笑恵館で面談可 

（日）10/08 ○休業日 

 

■その後のイベント 

10/12 15-17 時 ★日本土地資源協会 経営会議 

10/12 17-19 時 ★笑恵館クラブ理事会 

10/12 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

10/13 19-21 時 ★カプラー起業交流会(三茶) 

10/19 13-16 時 ★笑恵館なるほどデイ 

10/22 10-15 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10 月例会 

10/26 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議 

10/26 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

11/03 19-21 時 ★第 24 回 解決しゃべり会 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9

